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巻
頭
の
辞

　
松
川
正
毅
先
生
は
、
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
を
も
っ
て
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
を
ご
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
松
川
先
生

の
ご
業
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
先
生
の
御
尽
力
に
対
す
る
私
た
ち
の
謝
意
と
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
、
こ
こ
に
「
阪
大
法
学
」
特
集

号
を
刊
行
し
、
先
生
に
捧
げ
ま
す
。

　
松
川
正
毅
先
生
は
、
昭
和
五
一
年
三
月
、
神
戸
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
私
法
専
攻
博
士
前
期
課
程
、

同
博
士
後
期
課
程
に
進
学
、
昭
和
五
九
年
二
月
に
同
課
程
を
修
了
さ
れ
、
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
昭
和
六

一
年
三
月
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
を
修
了
さ
れ
、
私
法
学
博
士
（D

octeurendroitprivé

）
の
学
位
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
川
先
生
は
、
昭
和
六
二
年
四
月
、
三
重
大
学
人
文
学
部
助
教
授
と
な
ら
れ
、
同
教
授
、
愛
知
学
院
大
学
法
学
部
教
授
を
経
て
、
平
成

一
一
年
四
月
、
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
教
授
と
し
て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
四
月
、
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
設

置
に
伴
い
、
同
研
究
科
に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
一
八
年
か
ら
は
、
二
期
四
年
間
に
わ
た
り
同
研
究
科
長
を
務
め

ら
れ
、
困
難
な
状
況
の
中
で
研
究
科
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
川
先
生
は
、
法
学
部
、
法
学
研
究
科
及
び
高
等
司
法
研
究
科
に
お
い
て
、
家
族
法
を
中
心
と
し
て
民
法
分
野
の
多
く
の
科
目
を
講

じ
ら
れ
ま
し
た
。
教
育
者
と
し
て
の
先
生
は
、
日
本
法
の
み
な
ら
ず
フ
ラ
ン
ス
法
に
関
す
る
き
わ
め
て
広
く
深
い
学
識
と
ご
経
験
を
踏

ま
え
た
真
摯
な
学
問
的
態
度
に
加
え
、
温
厚
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お
人
柄
を
も
っ
て
学
生
の
教
育
に
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。
こ
と
に
、

後
進
の
育
成
に
お
力
を
傾
注
さ
れ
、
先
生
の
も
と
か
ら
多
く
の
民
法
研
究
者
が
輩
出
し
ま
し
た
。

　
研
究
者
と
し
て
の
先
生
は
、
相
続
法
領
域
で
は
、
遺
言
、
遺
産
分
割
、
遺
留
分
と
研
究
を
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
親
族
法
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領
域
で
は
、
生
殖
補
助
医
療
に
関
す
る
親
子
法
上
の
諸
問
題
に
関
す
る
最
先
端
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
連
の
ご
研
究

に
よ
り
第
21
回
尾
中
賞
（
家
族
法
学
術
賞
）
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
生
は
、
ま
た
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
の
ほ
か
フ
ラ
ン
ス
の
大
学
に
お
い
て
、
授
業
等
を
担
当
さ
れ
た
う
え
、
多
数
に
上
る
フ

ラ
ン
ス
法
の
研
究
報
告
や
、
本
学
へ
の
フ
ラ
ン
ス
人
研
究
者
の
招
へ
い
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス
法
研
究
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
、
フ
ラ
ン

ス
の
大
学
と
の
学
術
交
流
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
は
フ
ラ
ン
ス
政
府
に
も
認
め
ら
れ
、
平
成
一
五
年
に
は
、
パ
ル
ム
・
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
（Palm

esacadém
iques

）
シ
ュ
バ
リ
エ
（Chevalier

）
勲
章
を
お
受
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
大
学
内
で
信
望
の
篤
か
っ
た
先
生
は
、
法
科
大
学
院
制
度
の
下
で
新
司
法
試
験
が
開
始
さ
れ
た
時
期
に
高
等
司
法
研
究
科
長
を
務
め

ら
れ
、
高
等
司
法
研
究
科
の
基
礎
を
固
め
ら
れ
た
ほ
か
、
本
学
医
学
部
附
属
病
院
遺
伝
子
治
療
臨
床
研
究
審
査
委
員
会
委
員
等
の
要
職

を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
学
外
に
あ
っ
て
は
、
日
本
私
法
学
会
、
比
較
法
学
会
、
日
仏
法
学
、
日
本
家
族
〈
社
会
と
法
〉
学
会
に
お
い
て
、

理
事
や
監
事
を
お
務
め
に
な
り
、
ま
た
、
大
阪
家
庭
裁
判
所
家
事
調
停
委
員
等
数
々
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
司
法
・
行
政
実
務
に
も
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
の
と
お
り
、
松
川
先
生
は
、
教
育
・
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
、
ま
た
大
阪
大
学
と
法
学
部
・
法
学
研
究
科
・
高
等
司
法

研
究
科
の
発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
松
川
先
生
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
同
様
私
た
ち
に
対
し
て
あ
た
た
か
く
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
巻
頭
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
八
年
一
一
月

大
阪
大
学
法
学
会
評
議
員
長

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長

　
　
林

　
　
　
智

　
良

大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
長

　
　
下

　
村

　
眞

　
美


